
社会性

COOL 分電盤は、日中放射冷却素材を世界で初めて標準搭載した屋外分電盤です。

素材が持つシルバー色を活かしたデザインで建物と調和するとともに、温暖化から電子
回路搭載機器を保護します。

電子回路搭載機器は熱に弱く温暖化への適応が課題とされています。

日中放射冷却素材は宇宙に熱を捨て日中温度低下する先進素材です。この素材を分電盤
に応用し、屋外機器の保護と美しいデザインを両立しています。

「COOL分電盤」の開発 / Development of "COOL Distribution Board "

COOL分電盤

経済性

機能性

評価表（自己評価） / Evaiution（self-evalution）

①建物に調和したデザイン

シルバー色の日中放射冷却素材が織りなす美しい風合
いに着目し、建物と分電盤との見事な調和を実現

②地球に優しい新素材

ゼロエネルギーで宇宙に熱を捨てることにより外気温より温度低下する革新素材「日中
放射冷却素材」、加速する温暖化への適応策として期待

③優れたCO2削減効果及び地球温暖化への適応

①安定した電気供給

ゼロエネルギーで分電盤内部の温度上昇を抑制し、内部機器である
PLCやインバータ等の故障を防ぐことにより、生活基盤となる電気を
安心して使用することが可能

①内部機器寿命延長

内部温度上昇の抑制により、内部機器であるPLCやインバータ等の寿命
延長や故障削減によりメンテナンスコストの抑制が可能

②従来対策品との比較

従来遮熱技術である、遮光板付分電盤よりやや低価格で制作が可能

×

機器寿命
UP
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The COOL distribution board is the world's first outdoor distribution board with 
daytime radiation cooling material as standard equipment.The material's silver-colored 
design harmonizes with the building and protects electronic circuitry from global 
warming. Electronic circuit-equipped equipment is vulnerable to heat, and adapting to 
global warming is a challenge.The daytime radiative cooling material is an advanced 
material that lowers temperatures during the daytime by dumping heat into space.
This material is applied to distribution boards to provide both protection for outdoor 
equipment and beautiful design.

COOL distribution board
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盤内冷却用エアコンによって内部
の機器温度を下げる屋外電装機器に
適用した例においては約20%の省エ
ネ効果を実現

ゼロエネルギーで従来品より、盤
内温度上昇抑制を実現できており、
COOL分電盤は、地球温暖化への適
応策となることを示唆している

②軽量化

従来遮熱技術である、遮光板付分電盤よりも軽量なため、優れた施工
容易性・更新性を有する
⇒輸送コストの削減、輸送のためのCO2削減

1日当たりの盤内冷却用エアコン平均消費電力（kWh）
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卓越
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維持管理が容易

建物設備に調和したデザインが可能なため、建物全体で見て地域社会に溶け込んだ景観を
盤内温度低減機能を発揮するための騒音・振動などは発生しない

SPACECOOLは貼り替え可能、かつ軽微な補修ならパッチワークで二重貼りが可能なため、
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耐候性を向上させており、分電盤として環境にやさしい製品を実現

○ 2
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内部温度上昇抑制の機能を発揮しつつ、ホワイト、シルバーなど分電盤として先進的なイメー
デザインが可能

1

（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記
述してください。）

従来の遮熱技術である遮光板付（盤の外装鉄板を二重にして遮熱）に比べて、
凹凸のないシンプルかつ美しい表面形状を構成可能
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□特に重
視したデ
ザインの
視点

☆

□評価項目に対する設計者のデザイン意図
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□自己評価欄
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ゼロエネルギーで盤内温度上昇を抑制できるため、ランニングコストは”ゼロ”
10年以上の性能維持が確認できており、一般塗装よりメンテナンスが低コスト ○

○

○

☆

ゼロエネルギーで分電盤内部の温度上昇を抑制する機能性と、設置環境への調和を両立

遮光板付に比べて箱体の使用材料重量37％削減の省資源化を実現

ゼロエネルギーで盤内温度上昇を抑制することで、内部冷却用エアコンの消費電力を約20％
遮光板付仕様に比べて軽量化できるため、輸送のためのCO2排出量削減が可能

放射冷却素材のシルバー色は、分電盤の設置環境に多く使用される、グレーチングや手摺り、
空調用機器などの周辺環境に使用される機材の色とよく調和

☆

☆

☆
大型化や外観に影響することなく分電盤の内部温度の上昇を抑制することで、内蔵機器の
寿命延長や故障削減を行うことができる
ゼロエネルギーで、従来の遮熱対策である遮熱塗料や遮光板付以上の内部温度抑制効果
実現している

放射冷却素材”SPACECOOL”は、環境負荷物質PFAS等のフッ素系原材料を使用せずに

□評価項目

06機能性

08利便性

09安全性

10先導性

01審美感

02調和性

03独創性

07効率性

Ａ.感性軸（造形）
Form

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

04象徴性

05完成度

Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

☆

18維持管理

放射冷却素材の特性を最大限に引き出し、かつ周囲環境設備の色との調和性を確保

設置空間に違和感なく調和するデザインで、美しい建築物全体の表現が可能

内部温度の上昇抑制により、機器の寿命延長や故障削減によりメンテナンスコストの抑制が
可能

☆

19耐久性

20ＬＣＣ

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

特別な知識や操作は必要ないため、誰でも従来の分電盤と同様に使用可能

省エネルギー、省資源、機器寿命伸長により、環境保全や資源保護の観点での貢献が可能

分電盤全体で見て、遮光板付よりやや低価格かつ、遮熱塗料よりやや高価格

Ｃ.社会軸（環境）
Environment

SPACECOOLは、10年以上の性能維持が確認できており、塗装に比較して長寿命、
かつ内蔵機器の寿命も延長できるため、盤全体としての耐久性も向上

☆

☆

盤内機器の長寿命化により盤全体としてのLCC低減が可能
遮光板付仕様より軽量なため、輸送コスト低減

☆

☆
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分電盤内部機器
遮光板付分電盤

日中放射冷却素材：SPACECOOL
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